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スウェーデンの障害年金改革について

























合 は、恒 久的な障害年 金であ るdisabilitypension[fortidspension]が、1年以..t継続す る も
の の回復の見込み がある場合 は、.....・時的な障害年金 であ るsicknessbenefit[sjukbidrag]が
給付 され ることとなっていた。以下で は、1sgsの 時f,`,iでの障害年金制度 を概観す る。
まず 、国民基礎年金で は、....一定の障害状態 に該 当す る16歳か ら64歳までの スウ]=一デ ン居
住者 に対 して、基礎部分 と しての障害年金 が支給 され た。..定の障害状態 とは、医学的理 由
に基づ き、労働に よって自身の生 計 を保つ能力 が1/4以 上 喪失 した状態 とされ ていた.障
害年 金 は65歳に達す るまで支給 され 、65歳以降 は老齢 年金 に切 り替 えられた。給付額 につ い
て見 る と、労働能力 を100%喪失 した場合 に老 齢年金 と同額.、す なわち、単 身者 の場an基
礎額(各 種社 会保 障給 付の計算 の基礎 となる基準で、平均賃金の ほぼ1/4に 相 当 し、消 費者
物価 指 数 に連動 して毎 年改定 され る)の96%で 、以下 、障害の程 度 によって、その3/4,
1/2、1/4と なっていた5。その他 に、後述の国民付加年金 によ る障害年金 が受給 で きない、
あ るい は、低 額の場合 には、基礎額の48%に 相 当す る補 足給付 が支給 され た。国民基礎年 金
の財源 につ いては、使用者 および 自営業者 の年金保険料 と国庫 負担 によって賄 われてい た。
一方 、国民付加年金 では、一定の障害状態に該当す る16歳か ら64歳までの被保険者で 、障
害状態 になる前に、基礎額 以.Eの所得 が1年 以rあ った場合 に、基礎部分 の上乗せ給 付 とし
ての障害 年金 が支給 された。一定の障害状態 は国民 基礎年金の場合 と同 じであった。給付額
は、障害 の程度 に応 じて、年金 ポイ ン トと基礎 額 を基 に計算 され る老齢年 金 と同額 、 その
3/4、1/2、1/4と な って いた。年金 ポ.イン トとは、過 去の所得 を現在価f直に再評価 す る
ための指標 で、各年 の年金 ポ イン トは、「(その年 の所得fi_その年 の1月 の基礎頷〉/(そ の
年の1月 の基礎額 〉」 で求 め られ た。国民付 加年金 の老齢年金 は、16歳か ら64歳までの各年
の年金 ポイ ン トで高い方か ら15年間の平均値 ×支給 口の基礎額 ×60%で計算 され 、加入期 間
が30年未満の場.uには、不足 す る1年 につ き1/30ず つ減額 され る形 となっていたが、障害
年金の場合 は、救済措置 として、障害 が発生 した年 か ら65歳に達す るまでの間について 、障
害状態 にな らな ければ得 られ ていたであろ う 「み な し年.金ポ イン ト」 が被保険者 に対 して認
め られ た。 これに よって 、著 くして障害 とな った場合 に も、年.金給付額 が低額 にな らない仕
組 み となって いた。国民付加年金 の財源 につい ては、1994年まで使 用者および自営業者 の年
金保 険料で賄われ て きたが、7995年か らはそれ らに加 えて 、被用者の年金 保険料負担 が導入
された。
(2)改 革 後 の 障 害 給 付
1998年の 公 的 年 金 改 革 に よ っ て 、1999年1月 か ら 医 療 保1;灸へ の 移 行 が 行 わ れ た 障 害 年 金 で
あ る が 、 そ の 後 、2001.年の 法 改.LE.によ っ て 、2⑪03年1月 か ら は 、disabilitypensionおよ び
sicknessbenefitが廃.[.ヒされ 、 新 しい 給 付 と し て 、sicknessa}mpensahon[sjakersattning_]と
activitycompensa6〔♪n[ak[ivitetsersattning]が導 入 さ れ る こ と と な っ た 。 以 下 で は 、 こ の 新
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しい障害給付制度 を概 観す るア。
新 しい制度 では、恒久 的あるいは1年 以..r.の長期 に渡 って、労働能プ.Jを1/4以上減 少 させ
る、医学的理 由に基づ く障害状態 にあ る者が、一 定の要件 を満 た した場合 に、その者 が19歳
か ら29歳であれ ばactivitycompensationが、30歳か ら64歳で あればsicknesswmpensa60nが
給付 され ることとなったF。両給付 の大 きな違いは、給付期間 に見 ることがで きる。sickness
compensarionは、受給者 の障害 が恒.久的 に続 くと推定 され る場合 、64歳まで継続 的に支給 さ
松.障 害 に囲復の.見込みがあ.る場an.に.は.、...期.間.を.区切 っ.て.支給.され.る.とい..う形 をとってい る。
それに対 して、activitycompensationでは、障害の状態 にかかわ らず、給付期間の長 さに制限
があ り、一度 に受給で きる期 問 は最大 で3年 間とな ってい る。給付 期 間が終了す ると、引 き
続 き給 付 に対す る権利 があ るか否かの査定 が行 われ、 それ に基 づいて、給付の継続 か廃止 が
決 め られる。
両給付 には、所得比例給付(income-relatedcompensation)の形式 と最低 保証給付(guar-
anteedcompensation>の形式 での給付 がある。
所得比例給付 は次 のよ うにな ってい る。所得比例給付 の形式のsicknesscompensaflontoよ
びacfivirycmnpensationを受給 す るためには、障害 とな る前 に少 なくとも1年 間、労働所得 も
しくはそれに相当す る所得 を得 ていた ことが要件 とな る。労働 所得 に相 当す るもの と して は
失業給付 金や奨学金 など も認め られ る。 その給付額 は、資格所 得(qualifyingincome.)に基
づ いて計 算 され る。 資格所得 とは、障害 となる前 の一定期 間(frameworkperiod)における
年間所得 の うち、最 も高い3年 間 を平 均 した もので ある。 この..一定 期間 の長 さは受給者の年
齢 により異 なってお り、53歳以..上で5年 間、50歳か ら52歳で6年 間 、47歳から49歳で7年 間、
46歳以.ドで は8年raiとなってい る。 また、activitycompensationでは、その受給者 となる若年
障害者の場合、所得 を得ていた期間が少ない ことがあ るため、資格所得の計算に特例 があ り、
過.去3年間の年 間所得 の うち、最 も高 い2年 間 を平均 した額 とす るこ ともで きる。給付の基本
とな る額 は、以上の よ うな方法 で計算 された資格所 得の64%で あ る。実際 には、障害の程度
に応 じて 、給 付 の基本 とな る額 のioe%、3/4、1/2、i/4が 支給 され るこ とにな る。
1998年改 正以降 の新 しい老齢 年金で は、受給開始年齢 までの保険料納 付総額お よび その運用
利 回 り(賦 課方式部 分について は、み な し運#9Cｰ7り)の合計額 を基 に して給 付額 を決定す
るとい う形で 、給付額 が保険料納付総額 と リンク した給付設 計で あるのに対 して、新 しい障
害給付 で は、給付額 は直 近の所得の ・定割合 を保 障す る とい う形 で あ り、老齢年金 とは全 く
異 な った給付設計 になってい ることがわ かる。所得 比例給付 の財源 には、医療保険料が充て
られ る,,
一方 、最低 保証給付の形式のsicknessco㎜pensatlonホδよびactivitycompensationは、前述
の所得比例給付 が受給 できない、あるいは、それ が最低保証額 に満たない場合に支給 される.















最低保証額 は、受給者が21i以 下 の場合 、基礎額 の2、10倍で、年齢 とともに上昇 し、29歳で
2,35倍、30歳以上 は'L.40倍とな る。所得比例給付 同様 に、障害の程度 に応 じて 、この最 低保
証額の100%、3/4、1/2,1/4が 給付 され る。 また、所得比例給付 を受給 で きる場合 は、
最低保証給付 は、その分だ け減額 されて給付 され る形 にな る。従来の国民基礎年金 にお け る
基礎額の96%と い う給付水準 と比 べ ると大 きく水準 が上昇 しているよ うに見 えるが、補 足給
付の廃止 と税制優遇 の変 更に よ り、実 質的にはほ とんど変 化 していない。 また、従来 の国民
基礎.年金 では、老齢年金額.と労働 能力 を100.%喪失 した場合の障害年金額 が等 しくなって い.
たの に対 して 、新 しい公 的年金制 度の老齢 年金の最低保証額 は原則 として基礎額 の2.13倍と
な って お り、最低保証給付 において も、給付 額は.老齢年金 と切 り離 されてい る。最低保 証給
付 の財 源には、租税 が充て られ る。
制 度 の 運 営 に は 、 社 会 保 険 庁[Riksf6rsakringsverket]と社 会 保 険 事 務 所
[F&rsakringskassan]があた る。社会保険庁 は、制度 の管理や監督にその役割 を集 中 し、具
体 的な給付 の決定 と給付 レベルの査 定は、社 会保険事務所 によって行われ る。 とりわ けactiv・
itycompensation受給者に対 しては、受給期間 中に、社会活動へ参加するこ とが奨励 され るこ
と とな ってお り、 その際 には、社会保 険事務所 が、活動の プラ ンニ ングやコーデ ィネイ トな
どを通 じて、受給者 を支援す る役割 を果た してい る。
その他 、新 しい制度 では、障害.者の就 労促進の ため、sicknesscompensationの受給 者に対
して、受給権 を喪 失す ることな しに 、1年 間に限 ってで は あるが、試 用的な雇用 に着 く こと
などによって、白身の労働能 力を試 す ことを認めてい る、,activitycompensationでは、1年 間
とい う制限 を加 えずに、それが可能 となってい る4。また、activitycompensationの受給者 に
つ いては、障`t1によ って義務教育 お よび高等教育 を終 えることがで きていない場 合 、それ を
終 える までの間、労働能力 に関す る医学的査定 な しに、算定 された額 の100%が給 付 され る
ことになってい る。
3.若 干 の 考 察


































なかった,そ のため、若 くして障害となった.者は、障害年金の受動的な受給者 となり、肉体
的機能や労働能力を向上させる機会を失ってしまいがちであった。このような問題を回避 し、















る平等 な機会 と されている。 とりわけ、今後の障害者政策 は、a)障害 のある人々が社 会に完
全 に参加す るために妨 げとなって いるもの を取 り除 く、b)障 害 のあ る人々に対する差別 を防
ぐ、c)障害 を持 つ人々が独立 した生活 を営み、自分 自身 の生活 につ いて自 ら決定 するこ とを
容 易にす るとい う3つ の課題 に集 中すべ きとされてお り、 この活動 計画で は、コ ミュニテ ィ
での生 活へ完 全に参加す るため に必要 な機 会を平等にす ることがよ り強 調 され るようになっ
ている12。そのため、新 しく創設 され たactivitycompensationで1よ、..一度 に受給 で きる期 間を
最大 で3年 間に制限す るともに、社 会保険事務所 が支援.を行 うこ とに.よって、受給 者 が受給
期 間中に、教育 、各種講座 、趣味 的活動 、スポーツな どへ参加す ることを奨励す るようにな
った13。その他 、受給 者は、受給権 を喪失す る ことな く試 用的 な雇 用につ けるよ うに もなっ
て いる。こ うして、新 しい障害給 付 は、障害者 の経済 的保 障 を行 うに止 ま らず、彼 らの社 会
的活動への参加 、労働 市場への参入や復帰 を促 進するよ うになった。
4.日本の障害年金への示唆
以上のように整理 して きたスウェーデンの障害年金改革の動向から、わがuの 障害年金の
改革方向に対 して、どのような示唆が得 られるだろうか。
障害年金が老齢年.金から切 り離 され、医療保険の.....都へ と移行されたことからは、以 ドの
ようなことが言える、,わが国の公的年金改革 を巡る議論においては、基礎年.金の税方式化や
厚生年金の民営化などを求める声 も存在するが、現在の所、そうした改革が実現する可能性
は低 く、当面は、現行の二階建ての社会保険方式を維持 したうえでの改.革が行われてい くと
考えられる。改革に当っては、年金に対す る信頼感を取 りJす ことが不可欠であり、その方
法としては、厚生労働省が、2004年の公的年金改革に向けた同省案において、個人ごとに保
険料の納付実績を数値化するポ.イント制 とそれに応 じて受給見込み額を知 らせる方式を盛り








..上に急速に進む高齢化にあわせて、給付の引 き下げ措置 が不可避 となった場合、老齢と障害






に伴 う給付の引き..下げを行 う正当性に乏 しいだけでなく、障害の場合、受給前の資産形成余
地 も少ないため、個人年金や企業年金の期待できる老齢の場合 と同様に引 き一ドげを行 うこと
は、受給者の所得保障の充分性 という面から問題も大きい。こうしたことから、社会保険方
式を維持 しつつ、拠出と給付の対応関係を強調する方向で年金改革が行われるならば、また、








と切 り離 した場合の障害年金では、基礎部分については税方式化する方向に進むとして も、
税方式化が困難な報酬比例部分をどのように運営するかが課題となってくると思われる。





の障害基礎年金(20歳前で障害 となった者に対して20歳に達 したときから支給 される障害基
礎年金)の新規裁定受給者数は約2.8万人となっており、新規裁定者のうち、約4割が20歳前
で障害 となり20歳から受給 を開始 している.このように、多くの障害者が若い年齢から障害
年.金の受給者 となっている....・方で、障害者の社会活動や労働市場への.参加が進んでいるとは
言rい 。厚生労働省 「平成13年身体障害児 ・者実態調査」によれば、過去1年間に、何 ら










































まで納めてきた保険料総額 とみなし運用利回りの合計`hに応 じて決定 される形になっている。この
ようにして、スウSデ ンでは、賦課.方式と拠出建ての組み合わせが図られている。
Uこ うした経緯による障害年金改革の必要性については、.参.考文献⑰を参照。
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ス ウ ェ ー デ ン の 障 害.年金 改 革 に つ い て
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